
錦絵創始期の色と指骨寸鈴木春倍を中心に

平成 23年 6月 18日壌調大学

千葉市美術館学芸課長田辺昌子

浮世絵版蘭の主な絵具 *は親書の版関によく用いられていると考えられる絵具

{涼系1
同浩正口相官を原料とする色料で、記絵、紅摺絵、錦絵醍ffi;の最も好まれた素である。そのままで

は黄色味が強く、これを精製する過程が必要となる。精製の度合いが高いものは本紅と昭均も、最

も純枠な赤色安示すが、大量の制防も一諮りしかできない非常に高値な色料で、あった。

治φくンガラ礎芸妻、弁柄)=もともとはインドベンガル地方の鉄分(酷化第二劃の多い土者黒

いたを斜であったが、江戸時代には吉本でも人工的に造るようになった。

③丹=鉛に硫黄と硝若を加えて境き精製した弘明。発色の強いオレンジζ近し色となる。在期浮世

絵甑翻で墨摺に丹を筆彩したものを丹姶という。比較的安価に癒嘉したものれ

嘩滑車工=万難期(1860，61)頃に浮慢拾に導入された舶来の化学薬桝アニリン。明治浮韻維を象徴す

る主要な紫色となり、この色を主要色とした浮世織は蔀絵とも呼ばれた。

【黄色系l 
g欝金(うこん〉口薬としても用いられていたショウガ科の多年離の披から取り出した染料。最も

よく使われた点、

*宰譲葉〈とうおう) fj雄第ココ東甫アジア原産のガンボージの樹脂を罪料とする色料で、中闘を経

由して輸入されるため高額であったと思土オもる。透明惑のある発色のよいレモン甑のような黄色は

美しし L

@鴻梨〈ずみ)コ=葉梨の載の皮を煎じた色

ゆ黄葉(きはだ)=剣九の樹の皮を粉にした説。 

6五黄(雌黄)=天熱硫イ凶掛軒七合物の顔料。

【青色系1
<D藍(本覇。=馨藍を発酵させて作る‘すくも藍'から作られる。藍瓶同和、てきた艦の抱簿UE)

を居めて麓蝋鑑械という形にして、水で捲いて使用されるものであるが、浮曹絵では古い藍染

の布片を煮て持た監を重織としたものな襲っていたともいわれる。

*母灘草唾識や=霧車の花の汁を紙に染み込ませたもの〈麓紙/剰刺を、能う時には劇場み

出させる。着位しても、水そ祖先iこ退色し易い色で、紙に極り気合与えて摺る浮世絵抜踊では扱い

の悪い色である。しかし長年保管され7当締結退色しにくるミ紫に同証との混色で専ら露草が用い

られたらしく、その色合いが静まれたものと君われる。

@r-之口藍(ベ口リン童u=幕末に日本に舶来された化学襲料で、発急のよい透明感のある宵色を示

す。ベロ盤:士、天保期(18鈴 44)より本格的に江戸の浮世絵に使われはじめた大量に輸入されはじ

めると価格も下がり、扱いがよく退色しにくいこの膏は、本塞キ耀草に取って馨わり、その後近代

に至るまで主要な脅の色料となった。

[その他】

*鉛白=鉛から精製した出色町此鍛的上製の鋪議会に黒いられることが多川



【本発表関連浮世絵界の動向】

時期

宝暦� 10(17印)頃

明和� 1-2(1765)年

明 和 �  5-13(1768-9) 

年

明和� 7(1770)年

明和末

安永期(1772-1781)

天明期(1781-89)

天明� 3(1783)年

天明� 4(1784)年

天明� 5(1785)年

天明� 7(1787)年

天明末

寛政期(17紗� 1801)

寛政2(1790)年

寛政4-5年
寛政6(1794)年

寛政9(1797)年

文化3(1806)

文化� 12 (1815)年

主な浮世誕ミ界の動向

鈴木春信、細*'.阪摺絵の役者絵でデビューれこの前職暦交換会流行。

旗本大久保甚四郎({j陥: 回� 11)を中心に、絵暦交換会が流行。春信は多

く絵暦制作を依頼される。鋪議会(J)倉l肱九春(言美人画で第一人者になる。

春信、この頃町の評判女良キ漣女など実在の女性を題材とした美人画が多く

なる。

春信洗

勝川春章を中心に役者似顔絵が興隆してくる。

磯田湖青舗がこの時期をft表する美人画の絵師じ「雛形若菜布膿犠」の

シリーズで大時総も手がけるようになる(主流は中布陣船。

磯田湖青旨斎が鋪議会からほぼ手を引き肉筆画に車念

鳥居清長はじめて大判錦絵を手がけるようになる。代表作が多し¥ (作品

数としては中事腕融会が多い)

版元蔦屋重三良阿本橋通油町に出底

清長、大戦闘舗舎の続絵制作が目立ってくる。

鳥居清満没

清長、鳥居家四代目を継ぐ。錦絵の作画量が減少。番付、絵看板の嗣H乍に
集中したカも

役者大首絵の出版が本格的に始まる。

喜多川歌麿が美人画で第一人者となる。

改印刷度はじまる。

歌麿の美人大首絵が人気ι
東洲斎写楽の活躍(5月から翌年正月の芝居に取材した作品まで)

蔦屋重三則投(錦劇

歌麿没(54歳?)

清長没(64歳)
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